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要 望 書 

 

令和６年　　月　　日 

 

福島県中･県南･会津地区国道協議会 

会長 郡山市長 品川 萬里 

 



  



決 議 

 福島県の県中・県南・会津地区は、交通の要衝として発展する県中地区、大手企業も操業する工業団地が点在す

る県南地区、雄大な自然と歴史を有する会津地区、これら３つの地区が一体となった多様性に満ちた地区である。 

 しかし、当地区の道路を取り巻く課題も多様化しており、多種多様な企業や産業、工場等が操業する県中・県南

地区では、市街地を通る幹線道路に交通が集中することで慢性的な混雑が発生し、通学児童・生徒の安全確保や地

域住民の生活の支障となっている。また、会津地区においては、厳しい気象条件に加え、公共交通や代替ルートが

発達した都市部とは異なり、移動手段として自動車に依存する割合が高いため、命と暮らしを守る重要なインフ

ラ整備は地域住民の切なる願いである。 

 このような当地区固有の現状を踏まえ、次の事項について特段の配慮がなされるように強く要望する。 

 

一、公共事業関係費の大幅な増額と安定的・持続的な予算の確保 

・防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策の最終年度となる令和７年度においても必要な予算・財源

を例年以上の規模で確保し、これまでのペースを緩めることなく、計画的・継続的に事業を推進すること。 

 ・資材価格の高騰や賃金水準の上昇も加味した上で、必要な道路整備・管理が計画的・長期安定的に進められる

よう、令和７年度道路関係予算は所要額を満額確保すること。 

二、人流・物流の活性化を図り経済を好循環させる道路ネットワークの整備推進 

・自然や歴史・文化などの観光資源や多くの産業が集まる当地区における人流・物流の活性化に向けた高規格道

路のミッシングリンクの解消、暫定２車線区間の４車線化、代替機能を発揮する直轄道路とのダブルネットワ

ークの整備に取り組むこと。 

・当地区の生産性の向上や成長力の強化並びに観光等経済活動拡大のため、シームレスネットワークの構築に

取り組むこと。 

・道路の計画・整備にあたっては、地域経済や防災など、現行のＢ／Ｃでは算定されていない効果についても、

多様な視点からの評価を加えること。 

・デジタル技術の活用により、道路状況の日常点検や情報共有など道路行政全体の省力化、効率化を推進するこ

と。 

三、道路ストックの老朽化対策と国土強靱化を実現するための防災・減災対策の充実 

・令和６年能登半島地震など、昨今の大規模自然災害の状況も踏まえた上で、切れ目なく、継続的・安定的に国

土強靱化の取り組みを進めるため、国土強靱化実施中期計画を速やかに策定し、国土強靱化に必要な予算・財

源を別枠で確保すること。 

・道路の安全・安心の確保に向け橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策を推進すること。 

・激甚化・頻発化する大規模災害から人々を守るため、適切な維持管理と更新事業、暫定２車線区間の４車線化

や耐震補強等の機能強化を着実に進めること。 

・積雪の多い当地区における冬季の通行確保等に必要な財源確保のため、国として特段の措置を講じること。 

四、地域の人々の暮らしを守る施策の推進 

・日本の未来を担う子供達の安全・安心を守るため、通学路等の交通安全対策を強化・推進するとともに、必要

な予算を継続的に確保すること。 

・危険踏切等の改良・改築による交通安全対策の促進並びに自転車の利用促進に向けた道路機能の向上を推進

すること。 

・災害発生時における緊急輸送道路等の安全性の確保や観光振興にも資する電柱の占用制限も含めた無電柱化

を推進すること。 

五、大規模自然災害等に対応する体制や資機材の確保 

・大規模自然災害に即応するため、地方整備局等の更なる体制強化や必要となる資機材の更なる確保に取り組

むこと。 

 ・道路整備及び冬季の通行確保を含めた維持管理の支援体制をより一層充実させること。 

以上、決議する。 

令和６年６月２１日  

福島県中・県南・会津地区国道協議会  
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〔 事務局 〕 

郡山市建設部道路建設課 

〒963-8601 福島県郡山市朝日一丁目23番7号 

ＴＥＬ：024-924-2291  ＦＡＸ：024-931-5243 
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